
　長濱彩花さん（長洲中３年・下東区）と濱口爽さん（長洲中３年・大明神区）は町役場を訪れ、
「第４回熊本県Ｕ15バスケットボール選手権大会」にチームACのメンバーとして優勝し、令和６年
１月４日から７日にかけて行われる「第４回全国Ｕ15バスケットボール選手権大会」に熊本県女子
代表として出場することを報告しました。
　二人は、「全国大会には大きい選手が多くいるが、自分のプレーを信じて戦いたい」「チームとし
ては最後の大会となるので、悔いのないように全力でプレーし、笑顔で長洲に帰れるよう頑張りた
い」と話しました。

　令和５年度熊本県家庭教育支援功労者表彰式が熊本県庁で行われ、髙森秀一さんと妻の貴美子さん
（新山区）、田成香代さん（建浜区）が表彰されました。
　髙森秀一さんは、コミュニティースクールディレクターとして学校・家庭・地域の連携体制の確
立および令和元年度より放課後子供教室の指導者として多大な功労があったこと、髙森貴美子さん
は、令和元年度より放課後子供教室で学習支援員として子どもたちの基礎学力の定着のために尽力
されたこと、田成香代さんは、平成26年から清里小学校・腹赤小学校の放課後子供教室協働活動サ
ポーターおよび協働活動支援員として子どもたちの活動の場創出のために尽力されたことが評価さ
れ、この度の表彰となりました。

チームとしての最後の大会に挑む長濱さん（右から２人目）と濱口さん（右から３人目）

　表彰状を手にする髙森秀一さんと妻の貴美子さん、田成香代さん（中央、右、左）

子どもたちのために尽力
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長濱彩花さん・濱口爽さんがバスケットボール全国大会出場

令和５年度熊本県家庭教育支援功労者表彰式
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長洲町地域婦人会（石本啓子会長）が結核
検診の会場で複十字シール運動として募金活動を実施
しました。
　複十字シール運動とは、結核をはじめとした肺の病
気をなくし、健康で明るい社会をつくるための運動で
す。募金活動を通して、病気への理解を深め、予防の
大切さを伝えています。寄せられた募金は、結核予防
の普及啓発、結核予防団体の活動等に役立てられてい
ます。
　石本会長は「複十字シール運動募金を通して、引き
続き皆さんへの結核予防の普及啓発を目指していきた
い」と話しました。

　大牟田高校吹奏楽部の皆さんが町役場を訪れ、12
月10日にさいたまスーパーアリーナで開催される
「第51回マーチングバンド全国大会」に九州代表と
して出場することを報告しました。
　また、長洲中吹奏楽部の渡部まおさん（駅通区）と
腹栄中吹奏楽部の馬渕雫さん（清源寺区）も町役場
を訪れ、大牟田高校吹奏楽部と共に「有明地区ブラ
スフェスタ」で演奏を披露することを報告しました。

【第５回有明地区ブラスフェスタ】
　全国屈指の実力校である大牟田高校吹奏楽部の迫力あ
る演奏と、長洲中吹奏楽部・腹栄中吹奏楽部の２校合同
としては最後のステージをお届けします。
▶日時　12月23日㊏　午後１時30分開場　午後２時開演
▶場所　ながす未来館　文化ホール　▶入場料　無料
問　大牟田高等学校　川口　☎0944（53）5011
入場無料ですがチケットが必要です。
チケットは12月１日からながす未来館にて配付予定です。

結核検診会場で普及啓発活動をした長洲町地域婦人会の皆さん

大牟田高校吹奏楽部と長洲・腹栄中学校の吹奏楽部の皆さん

愛犬への思いを絵本に

米村愛弓さん（出町区）が絵本「花と慶次
～旅の途中となかま達～」を制作し、町内の小学校、
保育園などに寄贈しました。
　これは、以前、自主制作された絵本「花と慶次」の
続編となるもので、米村さんは「戦争などの被災地
において、人知れず世の中の幸せを願って活動して
いる人たちがいることを報道で見て、そのような世界
を通して愛犬の慶次たちが旅をする話を描きました。
子どもたちに絵本を見てもらい、色々と感じてくれる
ものがあればうれしい」と話されました。

絵本を寄贈した米村さん（中央）

米村愛弓さんが自主制作絵本の続編を寄贈/２11結核をなくそう
長洲町地域婦人会が複十字シール運動募金
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/１11 大牟田高校と長洲・腹栄中学校の吹奏楽部が表敬訪問
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長洲町社会福祉協議会（中逸博光会長）と
長洲町手をつなぐ育成会（山口幸明会長）は、クリー
ンウォークを開催しました。
　これは、町民がクリーンウォークを通して、ボラン
ティアの活動の意義・役割・必要性の認識を深め、誰
もが・いつでも・どこでも・気軽に・楽しく・ボラン
ティア活動に参加できるようなまちづくりを推進し、
今後のボランティアの振興につなげていくことを目的
として実施されたものです。この日は約210人が参加
し、中道児童公園を中心に、長洲駅方面や金魚と鯉の
郷広場方面などを作業しました。

長洲駅前でごみを拾う参加者たち

出町区（吉村光一区長）は、芋掘りを実施
しました。これは、区の子どもが土の感触を感じなが
ら作業する原体験を大切にし、高齢者と子どもの交流
を行うことを目的に実施されたもので、初の取り組み
となります。
　当日は約20人の大人や子どもたちが参加し、６月
に植えられた芋がコンテナ７箱分ほど収穫されました。
　子どもが自らの手で掘り出す作業を楽しむ様子や、
区民同士のコミュニケーションが生まれました。

芋掘りの作業の様子 とっても大きな芋が掘れました

新山区（北原貢二区長）は、新山広場で新
山区秋祭りを開催しました。
　これは、地域住民の親睦などを目的に行われたもの
で、当日は多くの来場者で賑わいました。
　会場では、破魔弓太鼓、長洲中吹奏楽部による演奏、
腕相撲大会、カラオケ大会などさまざまなステージイ
ベントが行われたほか、キッチンカーなども出店しま
した。
　北原区長は、「晴天に恵まれて良かったです。皆さん
が楽しく時間を過ごしてもらえればうれしいです」と
話しました。

ステージではさまざまなプログラムが行われました

新山区が秋祭りを開催/2910

㈱LIXIL有明工場（高橋崇介工場長）による
出前講座が清里小学校と六栄小学校の６年生を対象に開
催されました。これは、環境に配慮した暮らし方を学び、
SDGsの取り組みを理解してもらおうと同社が開催した
ものです。
　講座では、児童たちが実際に家の模型を使って窓の開
け方によって変わる風の流れや、断熱窓や壁の素材に
よって伝わる熱の違いなどを体感し、健康にも環境にも
優しい暮らし方の工夫を楽しく学ぶ様子が見られました。
児童たちからは「風や熱など自然の力を利用すれば過ご
しやすくなったり節電できたりするのではないか」など
といった感想が聞かれました。なお、長洲小学校と腹赤
小学校でも12月に講座が予定されています。

家の模型を使って窓の開け方による風の流れなどを学ぶ児童たち

クリーンウォークが開催されました ～健康と環境に良い住まい方を楽しく学ぶ～
ウォーキングしながらごみ拾い ㈱LIXIL有明工場が町内小学校で出前講座を開催
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出町区が芋掘りを実施
子どもに貴重な体験を
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大分県宇佐市と「水産振興に関する意見交換
会」を宇佐市役所で実施しました。
　この取り組みは、平成28年度に長洲町と大分県宇佐市
との間で締結された水産振興に関する包括連携協定に基
づいて実施したものです。
　この日は、両市町の漁業関係者、宇佐市、長洲町、大
分県、熊本県の職員が参加し、アサリ資源回復のための
取り組みや水産振興に関する取り組みについて意見交換
を行いました。
　その後、宇佐市長洲地先でアサリの保護区域の現場を
視察し、それぞれの干潟でアサリ資源が回復するように、
現在の干潟の状態やアサリの生息状況等について情報交
換を行うとともに、さらに連携していくことを確認し合
いました。

（社）玉名法人会 長洲地区（市原一廣地区
長）は、町内の小学５年生及び６年生に租税教育用下敷
きを寄贈しました。
　これは、税を考える週間の中で、租税教育の環境醸成
と地域貢献の一環として、全国の各法人会が昭和55年か
ら取り組まれているものです。
　この日は、市原地区長をはじめ、玉名税務署 伊佐坂統
括国税調査官、玉名法人会 高森事務局長が来庁し、税に
ついて解りやすく説明された下敷きを戸越教育長に手渡
しました。
　受け取った、戸越教育長は、「毎年、町内の子どもたち
のために、ありがとうございます。授業の中でしっかり
と活用してもらうよう学校に伝えます。」と話しました。

長洲地先にて保護の方法について意見交換を行いました
下敷きを寄贈する市原地区長（右から２番目）と
伊佐坂統括国税調査官（左）、高森事務局長（右）

　九州最大級のファミリー向けハロウィンイベント
「こどもが主役のハロウィンマルシェ」が金魚と鯉
の郷広場で開催されました！
　会場では、可愛い衣装を身にまとったたくさんの
子どもたちや、ステージイベントや抽選会、仮装コ
ンテスト、ホラーハウス、ボディメイク体験、たく
さんの物販ブースなどがあり、多数の来場者で会場
は大賑わいでした。

こどもが主役のハロウィンマルシェ
が開催されました！

会場には町外からも大勢の方が来場しました

/268
　町では、子育て中の保護者を対象に「子
育てが楽しくできる」「子育てに自信をつ
ける」「子育て仲間を見つける」などを目
的とした『ペアレント・プログラム』（全
６回開催）を開催しました。

　講義では、講師のNPO法人「スローすてっぷ」松岡
友美代表から、子どもの行動に注目した前向きな子育
てのコツを学びました。参加者からは「子どもの“で
きること”に気づけるようになり子育てが楽しくなっ
た」「怒ってばかりの子育てから、褒めることができる
子育てに切り替えるきっかけになった」などの感想が
聞かれました。

講師の話に耳を傾ける参加者の皆さん

大分県宇佐市との意見交換会を実施 玉名法人会から下敷きを寄贈

「ペアレント・プログラム」を開催しました

水産振興に向け更なる連携を！ 租税教育で活用してほしい

子育てのコツを学べた！
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